
つ の 願 い と 活 動ときがねウォッチング 3

と き が ね ウ ォ ッ チ ン グ は ， 東 金 市 や そ の ま わ り に ひ ろ が る い の ち 豊 か な
自 然 を ， 次 世 代 に 引 き 継 い で い く た め に 観 察 や 保 護 な ど の 活 動 を す す め
て い ま す 。

☆ つ の 願 い3
１ 自 然 と の す ば ら し い 出 会 い の で き る ≪ 場 ≫ と ≪ 機 会 ≫ を 用 意 し た い

２ 希 少 植 物 や 動 物 を ふ や し ， 生 き て い け る 場 を ひ ろ げ た い

３ （ 次 の 世 代 に ） 命 豊 か な 自 然 と の ふ れ あ い を 体 験 さ せ た い

☆ 場 と 内 容
水 資 源 機 構 ・ 東 金 市Ⅰ と き が ね 湖

除 草 枝 落 と し 椎 茸 作 り な ど① あ し た の 森 づ く り ：
サ サ や ス ス キ の 刈 り 取 り② 在 来 種 に 出 会 う 周 回 路 整 備 ・ 選 別 除 草 ：

③ 観 察 の た め の 季 節 の 資 料 掲 示 （ 専 用 掲 示 板 ）
毎 週 ９ ： ３ ０ 湖 北 台 駐 車 場 集 合④ 火 曜 観 察 会 ：

Ⅱ 油 井 お あ し 坂 谷 津 ・ 増 田 記 念 ビ オ ト ー プ
① 休 耕 田 ・ 観 察 路 ・ 水 路 整 備 ： ビ オ ト ー プ づ く り

大 人 も 子 ど も も 遊 べ る② 田 ん ぼ で お 米 づ く り イ ベ ン ト
③ 観 察 会 の 実 施 ・ 紹 介 パ ン フ レ ッ ト づ く り も

Ⅲ 小 油 井 谷 津
☆ 水 路 整 備 ・ 草 刈 り

ホ タ ル の 個 体 数 調 査 と 保 護ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ や

Ⅳ 小 学 校 ・ 幼 稚 園 等
☆ ふ れ あ い ・ 観 察 支 援 ， 総 合 的 な 学 習 支 援 （ 年 自 然 観 察 ， 年 稲 栽 培 ）4 5

Ⅴ 市 内 ・ 周 辺 ・ 県 内 の 観 察 会 ， 情 報 発 信
☆ 定 例 観 察 会 ☆ イ ベ ン ト 参 加 ・ 環 境 ウ ォ ー ク と き が ね 湖in
☆ 機 関 紙 は な い か だ 発 行 ☆ 観 察 報 告 会 （ 年 度 末 ）



独立行政法人 水資源機構 ・ 東 金 市Ⅰ と き が ね 湖

：除草 枝落とし 椎茸作りなど① あ し た の 森 づ く り

② 在 来 種 に 出 会 う 周 回 路 整 備 ・ 選 別 除 草
：ササやススキの刈り取り

： 毎 週 ９ ： ３ ０ 湖 北 台 駐 車 場 集 合③ 火 曜 観 察 会

（ 専 用 掲 示 板 ）④ 観 察 の た め の 季 節 の 資 料 掲 示



あしたの森づくりと き が ね 湖



周 回 路 ・ 選 別 除 草と き が ね 湖



火 曜 観 察 会 周回路をゆっくり一周と き が ね 湖





と き が ね 湖

掲 示 板

と き が ね 湖 と 季 節 の 植 物 案 内

機 関 紙 は な い か だ



Ⅱ 油井 おあし坂谷津・増田記念ビオトープ整備（東金市協働事業 ）

① 休 耕 田 ・ 観 察 路 ・ 水 路 整 備 ： ビ オ ト ー プ づ く り

大 人 も 子 ど も も 遊 べ る② 田 ん ぼ で お 米 づ く り イ ベ ン ト

③ 観 察 会 の 実 施 ・ 紹 介 パ ン フ レ ッ ト づ く り も
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観 察 路 づ く り

ビ オ ト ー プ 整 備

田 ん ぼ で お 米 づ く り イ ベ ン ト
田 植 え



稲 刈 り

お 茶
脱 穀 餅つき



観 察 会 （ ８ 月 ） ち ば 環 境 情 報 セ ン タ ー の 方 を 講 師 に

トウヨシノボリ タイコウチ アオスジカミキリ



水 路 整 備 ・ 草 刈 りⅢ 小 油 井 谷 津 ：

☆ や ホ タ ル の 個 体 数 調 査 と 保 護ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ



☆ ふ れ あ い ・ 観 察 支 援Ⅳ 小 学 校 ・ 幼 稚 園 等



（ 年 自 然 観 察 ， 年 稲 栽 培 ）☆ 総 合 的 な 学 習 支 援 4 5

日 吉 台 小 学 校



丘 山 小 学 校



Ⅴ 市 内 ・ 周 辺 ・ 県 内 の 観 察 会 ， 情 報 発 信

☆ 定 例 観 察 会

・ 環 境 ウ ォ ー ク と き が ね 湖☆ イ ベ ン ト 参 加 in

☆ 機 関 紙 は な い か だ 発 行

（ ）☆ 観 察 報 告 会 年 度 末

海の観察会



環 境 ウ ォ ー ク と き が ね 湖in



２０１５観察報告会



現状と今後について
☆ 現 状
①進んでいる点

○行政・関係機関・地権者等の理解・支援を得て取り組んでいる

○学習の場としてつながっている

○体験の場・学習の場，憩いの場として開かれている

※私的な場ではあるが

②難しい点

◆活動するメンバーを広げる

◆施設・備品の用意と保管管理 ※レンタルの対象

◆財政面

◆環境保全活動をどう持続可能に組織・運営するか

☆市民や関係機関の支えや参加をどのように得ながらすすめるか？

☆ときがねウォッチング自体の組織運営をどうすすめるか

※ 平 成 年 度 計 画 で は☆ 今 後 に つ い て 例 東金市との協働事業から 28
「なじみの生き物でにぎわう持続可能な里山」づくりめざす姿

○ヨシ原を，よりたくさんの生き物が生息していくことができる環境に！！

○子ども市民が，ふれあい・味わい・学び合い・収穫を喜び合える場に！！
＜維持管理の体制作り＞

○耕作放棄地の復田と稲作体験プロジェクト等によるボランティアの育成
＜価値づけ＝価値を感じられる場として価値を引き出しまとめ してゆく＞PR

○ふれあい掲示板づくり ○田んぼの観察会（春・夏・秋・冬）
○ふれあい・体験支援（稲栽培の小学校等学習田，ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ支援）
○紹介リーフレットづくり

＜行政へのお願い＞
①市民の活用(ふれあい，あじわい，まなびあう)につながる応援事業？
②里山環境の持続的な維持・管理につながるような応援事業

※チーボラ大作戦（千葉県・平成 年度ボランティア参加促進事業）27
価値ある場として認められるように取り組んで行きたい。


